
令和２年度熊本県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会 
「第６回理事会」議事内容 

日時 令和３年３月１２日（金）午後６時３０分～午後８時３０分 

場所 オンライン（zoom） 

出席者 水野、石原、齋藤、桐原、橋垣、林田、福永、多喜田、大山、永嶋（理

事１０人）永田、太田黒（事務局２人） 

会 議 内 容 

１ 開  会 

２ あいさつ    挨拶：水野会長 

３ 議長選出    議長：水野会長 

４ 報  告 

（１）SC全国ネットワーク関連事業について（資料 P1～3）  

①リモートネットワークアクション 2020の開催について 

・１２月２１日（月）に開催された旨報告。 

②SC全国ネットワーク総会の開催について 

 ・２月２４日（水）に開催された旨報告。 

（２）九州ブロッククラブネットワークアクション代替事業の開催について（資料 P4） 

 ・２月１３日（土）に長崎県が独自に開催した旨報告。 

（３）オンラインセミナーの実施状況について（資料 P5～6） 

 ・第１弾から第７弾までの実施状況について報告。 

（４）本協議会加入クラブの解散について 

 ・さかもと未来クラブが熊本豪雨災害の影響により解散した旨報告。 

 ・支援金８万円の受取辞退のため、徳島県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会からの 

支援金１７万円のうち、残金が５万円である旨報告。 

５ 議  事 

（１）県内クラブ交流事業及び被災地支援について（資料 P8）  

 ・令和２年度は本協議会として２回（１２月、２月）、北ブロック交流会として１回（８ 

月）に復旧・復興支援事業を実施した旨報告。 

・球磨村住民から要望があったため、年度内に支援を行うことを検討したが、会場との 

調整がつかなかったため、次年度以降に実施したい旨説明。 

―特に意見なし― 

（２）令和３年度事業計画（案）について（資料 P9） 

（３）令和３年度予算（案）について（資料 P10～11） 

 ・齋藤理事長から一括して説明。 

 ・予算について、今年度実施したオンラインセミナーを引き続き次年度も実施する方向 

 で予算立てしていることや、事務局費について新たに予算付けした旨説明。 

 ・事務局から役員旅費及びプロジェクトスタッフ旅費については、オンラインでの会議

を入れれば旅費自体のカットはもっとできると思われる旨説明。現時点では全て集合で

行う場合の旅費計算である旨補足。 

 ・イトメンの売り上げについて、今年度は事業ができなかったため、現在口座には２年

分の売上６３万３，８００円があることを報告。 

 ・次年度については、県民スポーツの日での支出に加え、エリアネットワークで実施さ

れる子どもたち向けのイベント等に補助金として支出する旨提案。 



―特に意見なし― 

（４）総合型地域スポーツクラブの登録・認証制度及び中間支援組織の整備に係るタイム 

スケジュールについて（資料 P12～15） 

 ・登録・認証制度についての進捗状況について事務局から説明。 

 ・別紙パワーポイント資料を用いて、中間支援組織の整備を行ううえで、本協議会が考 

える必要がある点を説明。 

―理事からの意見― 

 「具体的にまだよくわからない。」「県スポーツ協会の方向性を決めてから提案をしてほ 

しい。」といった意見が出た。 

６ 意見聴取 

（１）令和２年度の反省について 

 ・各理事から今年度の反省を述べていただいた。 

 ・欠席理事からの反省について、別紙にまとめ、画面共有にて意見を共有した。 

 ・全体的に、復興支援事業とオンラインセミナーについては、コロナ禍の状況の中でも 

実施できたことがよかったとの意見であった。 

・一方で、本協議会の存在意義や、ブロック事業の実施に係る課題、理事選出の在り方 

についても意見が出されたため、今後も引き続き情報共有して進めていく必要がある。 

７ そ の 他 

 ・オンラインセミナーについて、動画を YouTubeにアップし、協議会加入クラブが視聴 

できる仕組みづくりを行う旨提案、承認。 

 ・しょうがいスポーツリンケージくまもとへの協力について、NPO法人 A-lifeなんかん 

から次年度もスポーツ庁委託事業を申請する旨情報提供があった旨説明。引き続き協力 

していくことや、ブロック別事業、県内クラブ交流事業等で障がい者スポーツを取り扱 

っていく旨情報共有。 

８ 閉  会 

 
 


